
１．３ 事業の進捗状況 

（１）事業目標値と実績値（就職者数とインターンシップ数）（令和 2 年 1 月末現在） 

 

地域内就職者数ならびにインターンシップ参加者数の目標値と実績値 

地域内就職者数 H27 H28 H29 H30 R1 

3 校全体 
目標値 51 55 60 67 94 

実績値 41 46 51 58 45 

奈良女子大 
目標値 32 33 35 39 62 

実績値 22 32 35 42 29 

奈良高専 
目標値 1 1 1 2 3 

実績値 1 0 2 2 1 

奈良県立大 
目標値 18 21 24 26 29 

実績値 18 14 14 14 15 

 

インターンシップ参加者数 H27 H28 H29 H30 R1 

3 校全体 
目標値 54 60 67 75 85 

実績値 60 83 84 91 84 

奈良女子大 
目標値 28 30 32 35 40 

実績値 46 51 57 62 49 

奈良高専 
目標値 3 3 3 3 3 

実績値 0 4 2 1 0 

奈良県立大 
目標値 23 27 32 37 42 

実績値 14 28 25 28 35 
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（２）やまと共創郷育センターCOC＋事業協議会の開催   令和元年 7 月 11 日（木） 

奈良女子大学において令和元年度やまと共創郷育センターCOC＋事業協議会を開催した。

COC＋事業協議会は事業全体の実施に関する重要な事項を審議するとともに課題やニーズ

を把握し、必要な改善や見直しを行うための会議で、当日は COC＋3 校はじめ、事業協働

機関の自治体・企業より 30 名の出席があった。 

議長である奈良女子大学 今岡春樹学長による開会挨拶の後、同大 成瀬九美やまと共創

郷育センター長から、COC＋事業全体に係る平成 30 年度の実績報告・進捗状況及び 7 月

2 日に開催された COC＋評価委員会での評価結果等について報告があった。続いて奈良女

子大学 前川 COC＋コーディネーター、奈良工業高等専門学校 藤田教授、奈良県立大学 増

本 COC＋コーディネーターからそれぞれ取り組み状況の発表と意見交換が行われ、出席者

からは、「COC＋の継続的な取り組みにより事業協働機関をはじめとする県内企業の考え方

にも徐々に変化が生まれてきている」、「5 年間という短い期間の成果だけでなく、10 年後

といった長いスパンでの成果も見据えて取り組みを進めてほしい」、「大学生による地域で

の活動が町の活性化に非常に重要なものとなっており、地域住民が行活力をもって活動す

る契機となっている」、「地域志向教育の一層の推進により一人でも多くの学生が奈良県を

知り、愛着を持って奈良県内の企業等で活躍してほしい」といった意見があり、これまで

の取り組みに対する評価とともに、次年度以降の事業継続に対する期待の大きさが感じら

れた。 

 

令和元年度 COC＋事業協議会の様子 
 

 

 

  



（３）令和元年度 COC＋シンポジウムの開催        令和元年 12 月 5 日（木） 

奈良女子大学記念館において、奈良女子大学・奈良工業高等専門学校・奈良県立大学の 3
校による「令和元年度 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業(COC＋)シンポジウ

ム～奈良の地方創生 その先へ～」を開催した。当日は、協働自治体である奈良県の他、県

内自治体及び企業関係者ら 95 名の参加があった。 

シンポジウムは、今岡学長による開会挨拶及び事業協働機関である奈良県地域振興部次

長 谷垣裕子様による来賓祝辞に続き、第 1 部 やまと共創郷育センター成瀬センター長か

らの総括報告、COC＋3 校から各校の取り組み成果報告が行われた。そして、休憩時間を

利用した 3 校取り組み紹介のパネルセッションをはさみ、第 2 部では、やまと共創郷育セ

ンターCOC＋コーディネーターである前川特任教授のファシリテートのもと、協働自治体

である奈良県産業・雇用政策課主幹 市橋寿人様、㈱人材ニュース代表取締役 廣橋隆様、

佐藤薬品工業㈱ 河上瑞穂様（本学 OG、H30 年度卒）をお迎えし、3 校から学生もパネリ

ストとして登壇し、「『やまと再構築プロジェクト』がもたらしたもの」と題してパネルデ

ィスカッションが行われた。パネリストからはそれぞれの視線で意見を出し合い、奈良に

おける地方創生と今後について活発な討議が展開された。パネラーからは、「学生は、企業

にやりがいと働き甲斐を求めており、県内・県外といった垣根はない」、「会社の雰囲気が

一番大切だ」、「県内企業からの学生への発信力が十分でない」といった発言があった。参

加者からは、「今後も COC＋活動を続けていただきたい」、「企業としての発信力を強める

必要があることがわかった」、「奈良で働くことへの学生の意識が聞けて良かった」といっ

た感想があった。 

今回のシンポジウムを通じて、COC＋事業によって構築された産官学連携のネットワー

ク（つながり）を生かしながら、企業と学生との交流の場所となるプラットフォームの役

割を継続発展させていく重要性を再認識した。 

 

日  時  令和元年 12 月 5 日（木）13：30～16：30（受付開始 13：00～） 

場  所  奈良女子大学 記念館 

スケジュール 

13：30～ 開会挨拶 奈良女子大学長       今岡 春樹 

来賓挨拶 奈良県地域振興部次長    谷垣 裕子 様 

第 1 部 

13：45～ 

COC＋事業における取り組みの総括報告  

奈良女子大学副学長（地域創生担当）兼やまと共創郷育センター長 成瀬 九美 

 奈良工業高等専門学校 COC＋推進責任者 電気工学科 教授 藤田 直幸 

 奈良県立大学特任准教授 COC＋コーディネーター 増本 貴士 

14：45 
～15：05 

COC＋活動報告ポスターセッション ならびに 休憩 

第 2 部  

15：05～ パネルディスカッション 



 テーマ「『やまと』再構築プロジェクトがもたらしたもの」 

パネリスト 

自治体代表    市橋 寿人 様（奈良県産業・雇用振興部 雇用政策課 主幹） 

企業代表     廣橋 隆 様（人材ニュース㈱ 代表取締役） 

卒業生代表    河上 瑞穂 様（佐藤薬品工業㈱ 奈良女子大学大学院修了） 

学生代表     室  采音 さん（奈良女子大学 大学院 2 回生） 

学生代表     吉村 勘太郎 さん（奈良工業高等専門学校 専攻科 1 年） 

学生代表     増島 千波 さん（奈良県立大学 1 回生） 

ファシリテーター 

奈良女子大学特任教授 COC＋コーディネーター  前川 光正     

16：10～ 意見交換及び質疑応答 

挨拶 

奈良工業高等専門学校    校長   後藤 景子 

奈良県立大学        学長   伊藤 忠通 

奈良経済同友会       代表幹事 北  義彦 様 

16：30 閉会 

  

チラシ（表）                    チラシ（裏） 

 

  



  
今岡学長挨拶             奈良県地域振興部 谷垣次長挨拶 

 

  
各校の事業報告（高専 藤田教授）      各校の事業報告（県大 増本特任准教授） 

 

  
各校の事業報告（奈良女 成瀬副学長）         ポスターセッション 

 

  
パネルディスカッション           奈良経済同友会 北代表幹事 

  


